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今回のNST研究会では、初めてリハビリの講師として大野木宏彰先生を当院に

 

お招きして特別講演を開催し、院内・院外から多くのスタッフが参加して盛況な会と

 

なりました。
各地で頚部聴診法の実習を交えた講演を行っている大野木先生の講演は、実際

 

のゼリーやお茶を使用して、聴診器で嚥下の音を確認したり、誤嚥している場合の

 

嚥下音など聞いたりします。現場ですぐに使用できる「頚部聴診法」です。

特別講演

頚部聴診法は、食べたものの塊を飲み込む際に、咽頭部で生じる嚥下音や嚥下

 

前後の呼吸音を、頚部に当てた聴診器で聴診します。
主に飲み込んだ後の嚥下障害を判定するのに用いられる方法です。

http://4.bp.blogspot.com/-yMly9IC9wEw/UMaepN3j45I/AAAAAAAAH14/K9AyS5ZnIas/s1600/suzumushi.png
http://2.bp.blogspot.com/-7Ulzg54onu4/UMaewUsr4oI/AAAAAAAAH2s/LUSJHE8_7J4/s1600/tsukimi_jugoya.png


第４回

 

９月14日（水）

第5回

 

10月12日（水）

第4回・第5回

 

院内NST研修会

どの職種でも参加可能です。栄養に興味のある方ならどなたでもご参加下さい！

17:30～18:30
南館MGHホール

・リハビリの種類、食べる姿勢

☆大野木先生とNSTメンバーとの記念撮影☆

研究会参加者：87名（院外：11施設30名、院内：57名）

・嚥下ピラミッド、嚥下グレード、水飲みテスト

患者様に合わせて、
客観的な判断（やせ、寝たきり等）と
同じように、誤嚥リスクの判断の１つになる

 

ように、看護に取り入れて実践していきた

 

いと思います。
私達ができることで、予防していきましょ

 

う！

北6階西

 

看護師：迫田さおり

各自聴診器を持参して頂き、
ゼリーやお茶を飲んで
嚥下の音を確認する実習を
しました。
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